
 

 １０月２２日（水）の朝に学校代表となる

駅伝部が発足し、岐阜市中学生駅伝大会に向

けた練習がスタートしました。 

後期の始業式に「学校の代表として、梅林

中の襷をつないでゴールを切ってほしい」と

いう願いをこめて話しました。岐阜地区駅伝

大会では、男子チームしか参加できませんで

したが、「今回の岐阜市駅伝大会では男子と

女子と２チームでの出場をしてほしい」とい

うことも話しました。その話を受けてか、２

２日の朝の初めての練習では、参加を希望し

た２８名が集まって練習を始めました。もち

ろん、全員大会に参加することはできません

が、駅伝練習をしようと「チャレンジする姿」

が、本当にうれしく感じました。 

駅伝練習は、地道でひたすら走り続けるつ

らい練習ですが、そのつらさを仲間とともに

乗り越えていく経験ができることは、駅伝練

習以外の学校生活や家庭生活に生かすこと

ができるはずです。練習期間は長いですが、

自分に対する「チャレンジ」としてひたむき

に取り組んでほしいと思います。 

駅伝部は学校の代表として、それぞれの部

活動の垣根を越えて、頑張ろうという仲間が

集まった特別な部活動です。学校の代表とし

て、大会はもちろん練習でも、学校生活でも、

すばらしい姿が見られることを楽しみにし

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月２３日（木）に日本ユニセフ協会の

東京事務所から、石尾 匠さん、山口 鮎美

さん、そして岐阜県ユニセフ協会の方をお招

きして、ユニセフ教室を行いました。このユ

ニセフ・キャラバン・キャンペーンは毎年全

国各地で開催されており、岐阜県では 4 年ぶ

りの開催になりました。中学校では梅林中学

校だけが選ばれました。 

ユニセフ教室では、世界で起こっている戦

争や紛争、自然環境の変化によって、学校に

行くことができずに命が脅かされている子

どもたちの現状を学びました。また、子ども

の権利条約について、確認することができま

した。お話だけではなく、13ℓ ほどの水が

入る真鍮製（しんちゅうせい）の水がめを運んだり、

マラリアから身を守るために虫よけ剤が付

いている蚊帳に入ったりする体験をするこ

とができました。 

今回の教室を通して、同じ地球に暮らす子

どもたちとこの世界の未来のために、何がで

きるかを考える貴重な機会となりました。ユ

ニセフの皆さん、ありがとうございました。 
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＜ 貫 く 精 神 ＞ 

自学
温言温動

 
未来を切り拓け

授業の初めに、山口さんは元中学校の英語

の先生で、どうしてユニセフに就職したかを話

していただきました。「挑戦しないことで、後悔

したくない、やりたいことに『挑戦』して、失敗

しても、まだ頑張ればいい。一度きりの人生だ

から、自分が納得できることをしたい。」と挑

戦することの大切さを話してくれました。 

自分のやりたいことをやり続けている山口

さんの話は、声に力があり、話に引き込まれて

しまいました。そんな生き方も今回の教室から

学ぶことができました。 



 

 授業後の感想とともに、今回の教室を通し

て、「すべての子どもに、   を」の四角の

中にあてはまる言葉を自分なりに考えたも

のを紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回のユニセフ教室では、世界中に僕たちが普通
だと思っていることが、普通ではない人々がいるこ
とを改めて知ることができた。自分なら諦めていそ
うな環境でも、その子たちは毎日あきらめず誰かの
ために頑張っていることを知り、自分より年下なの
にすごいと思った。そんな人々のために活動するよ
い団体のユニセフがあるのに、お金がなくては活動
できないことを知って、今までより募金に少し興味
が沸いた。 
 「すべての子どもに、平等な生活を」 

３年１組男子 

 ４日（火） 全校研究会（1-1 英語） 

 ５日（水） ３年実力テスト 

 ７日（金） いじめを見逃さない日 

３年進路説明会 

１１日（火） 後期中間テスト 

１２日（水） ①学習について考える日 

自転車連盟講話 

２１日（金） ③ＣＦＢ 

ぎふ MIRAI’s チャンネル 

２７日（木） 小学６年生１日入学 

２８日（金） 梅林中学校区 

特別支援学級交流会 

 私は世界には、自由に学校にいけない子、働かな
ければいけない子、栄養が足りない子、戦争に巻き
込まれる子、つらい思いをする子が少ないわけでな
いことに、悲しい気持ちでいっぱいになりました。
自分だったら、水を運ぶのに１日８時間も使いたく
ないなぁと思います。だけど、仕方なくやらなけれ
ば生きられない、こんな子どもが１人でも多く助け
られたらなぁと思いました。だから、私も子どもだ
からできることは少ないけど、世界の子どもについ
ての理解を深めたり、募金活動に協力したりして、
つらい思いをする子を１人でも減らしたい。 
 「すべての子どもに、自由を」 

３年１組女子 

 ６人に１人の子どもが死んでもおかしくない劣
悪な環境で過ごしていることを知って、私たちの日
常は当たり前のことではなく、もっと感謝するべき
ものだと改めて実感することができた。ユニセフの
支援を受けている子どもの実態を見て、すごくつら
かったし、私たちに今できること（募金など）を通
して、世界中とつながり、少しでも多くの子が笑っ
てほしいなと強く思った。また、募金の価値、１円
の重みを理解することもできて、このことを身の回
りの人に伝えて、より多くの人が世界のだれかを助
けられたらいいなと感じた。 
 「すべての子どもに、笑顔を」 

３年２組女子 

 学習したくても働くしかない子ども、家族の生活
のために自分を犠牲にしてでも毎日働き続けてい
る子どもたちが、これだけ取組を行っても、世界中
の６人に１人はいるという現実に驚きました。私た
ちが授業を受けていたこの瞬間にも、どこかの国で
必死に誰かのために働いている子がいると思うと、
今まで私がどれだけ恵まれた環境で生活できてい
るのかを実感しました。世界中の子どもたちを助け
るために、70年間動き続けているユニセフの皆さん
の諦めない心の強さに圧倒されました。私も 1人で
も多くの子が幸せになれるように、小さなことから
コツコツ頑張ろうと思います。 

 「すべての子どもに、幸せを」 
３年２組女子 

 世界には支援を必要としている子どもたちがた
くさんいるとわかりました。私は水をくむのに、1日
8 時間も使って学校に行けない女の子が印象に残り
ました。また、家族の生活を支えるために、まだ 12
歳なのに学校をやめて、安全じゃなさそうな工場で
働いている男の子も印象に残りました。自分より年
下の子どもなのに、弟のためを思って、自分を犠牲
にしているとわかりました。紛争や自然災害など
で、私たちのような安全な暮らしができない子ども
たちが、教育を受けたり、十分な食料や水を手に入
れられたりするようになると良いと思いました。そ
んな子供たちのために、募金など自分ができること
から支援していきたいと思いました。 

 「すべての子どもに、安心・安全な暮らしを」 
３年３組女子 

 私は今日のユニセフ教室を受けて、改めて自分た
ちの生活が当たり前でないことを実感しました。ま
た、家族を想って 1日中働く子や 8時間かけて水を
確保しに行く子など、いろんな子どもたちがいたけ
れど、全員が自分と同じぐらいの年齢で驚きまし
た。そして、1人 1人が本当は「学校に行きたい」
や「働きたくない」と暗い表情で話していて、とて
も胸が痛くなりました。私たちが直接的にしてあげ
られることは少ないけれど、募金をしたり、エシカ
ル商品を買ったり、できることは今日から始めてい
きたいと思いました。 

 「すべての子どもに、教育と食事を」 
３年３組女子 


